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平
成
14
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
5
つ
の
特
別
会
計

決
算
が
、
12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
14
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
9
月
定

例
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
決
算

審
査
の
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
審

査
は
11
月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
延
べ
29
時
間
、
特
別
会

計
の
決
算
審
査
は
11
月
7
日
に
9
時
間
に
及
ぶ
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
審
査
は
、
執
行
機
関
の
各
部
局
ご

と
に
質
疑
・
答
弁
を
行
い
、
審
査
最
終
日
に
、
総
括
質

疑
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
と
な
り

ま
し
た
。
特
別
会
計
の
決
算
審
査
も
、
担
当
部
局
に
対

す
る
質
疑
・
答
弁
等
の
後
、
採
決
し
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
永
田
政
弘
委
員

長
（
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
）
と
浅
倉
成
樹
委
員

長
（
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会
）
が
委
員
会
の
審
査

報
告
を
行
い
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
の
後
、
各
会
派
の

代
表
が
賛
成
及
び
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

後
採
決
し
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
3
面
に

「
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
賛
否
」
を
掲
載
）

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会

派
の
討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
14
年
度
は
、
景
気
の

底
入
れ
宣
言
が
あ
っ
た
も
の

の
、
市
民
の
実
感
と
し
て
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
不

況
が
続
き
、
市
税
収
入
が
減

り
、
生
活
保
護
世
帯
が
ふ
え

る
な
ど
、
市
財
政
に
と
っ
て

も
厳
し
い
1
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

第
2
次
行
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
種
々
の
課
題

の
解
決
に
努
め
、
花
小
金
井

駅
北
口
都
市
基
盤
整
備
事
業

の
開
始
な
ど
、
市
民
の
多
様

な
行
政
需
要
に
こ
た
え
た
こ

と
は
高
く
評
価
す
る
。

執
行
面
に
お
い
て
は
、
土

地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化

に
留
意
し
、
今
後
の
安
定
・

継
続
し
た
行
財
政
運
営
の
た

め
、
事
業
用
地
の
積
極
的
な

購
入
に
努
め
つ
つ
も
債
務
の

減
少
を
図
り
、
普
通
交
付
税

の
振
り
か
わ
り
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
と
い
う
債
務
増

要
因
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
全
体
の
債
務
を
減

少
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

ま
た
、
安
定
的
な
行
財
政

運
営
が
難
し
い
中
で
、
特
定

財
源
を
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
補
正
予
算
6
回
を
行
い
、

完
全
学
校
週
5
日
制
に
対
す

る
子
ど
も
放
課
後
・
週
末
活

動
支
援
事
業
や
、
地
域
教
育

サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
事
業
な

ど
の
新
規
事
業
を
推
進
し
た

こ
と
を
評
価
す
る
。

最
後
に
、
次
期
長
期
総
合

計
画
に
お
け
る
新
た
な
行
政

需
要
に
対
す
る
財
源
の
確
保

を
、
第
3
次
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
強
い
信

念
で
実
行
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。
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  歳入決算額 歳出決算額 差  引  額 

  一 般 会 計 49,124,098 48,042,670 1,081,428 

 国民健康保険事業 11,326,310 11,113,713 212,597 

 老 人 保 健 11,481,193 11,431,817 49,376 

 介護保険事業 5,631,443 5,375,453 255,990 

 下水道事業 6,314,643 6,244,281 70,362 

 受託水道事業 1,546,348 1,546,348 0 

  合　　　　　 計 85,424,035 83,754,282 1,669,753

（単位：千円） 

特

別

会

計 

平
成
14
年
度
も
長
引
く
景

気
低
迷
の
た
め
、
5
年
連
続

の
市
民
税
の
減
収
等
危
機
的

状
況
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

前
年
度
並
み
の
歳
入
を
確
保

し
た
。
経
費
節
減
に
努
め
つ

つ
も
、
6
回
の
補
正
予
算
を

組
み
、
子
ど
も
議
会
の
開
催

な
ど
特
色
あ
る
事
業
を
展
開

し
、
ま
た
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
花
小
金
井
駅
北
口

都
市
基
盤
整
備
事
業
を
ス
タ

ー
ト
す
る
な
ど
、
市
の
姿
勢

を
高
く
評
価
す
る
。

し
か
し
、
今
後
予
想
さ
れ

る
花
小
金
井
駅
北
口
の
整
備

事
業
に
お
け
る
公
債
費
の
増

加
や
、
民
生
費
の
増
加
、
国

の
地
方
交
付
税
の
改
革
、
国

庫
補
助
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
、

先
の
見
え
な
い
不
安
定
要
素

が
山
積
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
①
市
職
員
の
通

勤
手
当
の
見
直
し
な
ど
、
生

活
者
・
市
民
の
目
線
で
お
か

し
い
と
思
わ
れ
る
行
政
の
む

だ
を
徹
底
的
に
省
き
、
洗
い

出
し
、
見
直
し
を
さ
ら
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
②
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

各
事
務
事
業
の
見
直
し
と
大

胆
な
事
業
費
の
再
配
分
を
さ

ら
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

③
市
民
か
ら
要
望
の
高
い
防

犯
対
策
の
た
め
、
安
全
・
安

心
担
当
を
市
役
所
内
に
早
期

に
設
置
し
、
犯
罪
防
止
と
各

種
対
策
を
推
進
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
④
こ
う
し
た
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
職
員
の

一
層
の
努
力
に
よ
り
、
市
民

に
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

窓
口
対
応
や
市
政
運
営
を
強

く
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す

る
。

本
決
算
は
国
の
内
外
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
や
変
化

の
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を

い
か
に
効
率
的
に
事
業
化
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上

し
て
い
く
の
か
、
税
収
増
が

期
待
で
き
な
い
現
状
で
の
課

題
が
議
論
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
解
決
策
は
、
職
員
の
や

る
気
、
徹
底
し
た
経
費
削
減

へ
の
創
意
工
夫
、
市
民
の
協

力
で
あ
る
と
考
え
る
。
職
員

の
や
る
気
と
し
て
、
収
納
率

向
上
へ
の
努
力
や
、
土
地
開

発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
の

着
実
な
進
展
、
各
行
事
等
に

お
け
る
市
民
参
加
を
受
け
入

れ
る
姿
勢
は
評
価
す
る
。

な
お
、
市
税
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
収
納
率

向
上
に
向
け
た
全
庁
的
努
力

を
望
む
。
ま
た
、
市
職
員
の

通
勤
手
当
等
の
是
正
や
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
立
場
か
ら
生
活
安
全
条
例

の
制
定
や
市
へ
の
防
犯
窓
口

の
設
置
な
ど
、
年
々
変
わ
り

行
く
市
民
意
識
に
対
す
る
行

政
の
敏
感
な
対
応
が
課
題
で

あ
る
。
補
助
金
・
審
議
会
・

外
郭
団
体
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
存
在
意
義
を
検
証
す
べ

く
常
に
議
論
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
民
生
費

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
費

な
ど
生
存
権
に
か
か
わ
る
制

度
は
全
額
国
の
負
担
に
す
べ

き
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会

に
関
し
て
は
、
教
育
現
場
と

の
連
携
の
問
題
、
学
校
や
教

員
に
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
等
を

詰
め
込
み
過
ぎ
て
い
な
い
か

と
い
っ
た
課
題
に
配
慮
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
以
上
意
見

を
付
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
理
由
の
第
1
は
、
長
期
の
不
況
、
政

府
に
よ
る
国
民
負
担
増
、
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
な
ど
、
極
め
て
困
難
な
市
民
の
暮
ら
し

の
状
況
と
そ
の
改
善
を
求
め
る
要
望
に
こ
た

え
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
2
に
、
国
と
都
の
補
助
金
等
の
削
減
が

市
財
政
に
多
大
な
困
難
を
及
ぼ
し
て
い
る
今

日
、
国
と
都
に
対
し
て
改
善
を
求
め
て
強
い

態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
姿
勢

が
弱
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
3
に
、
予
算
活
用
に
積
極
性
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
7
億
1
千

万
円
の
不
用
額
は
問
題
で
あ
り
、
も
っ
と
積

極
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

第
4
に
、
市
民
と
の
協
働
、
市
民
参
画
に

対
す
る
姿
勢
が
、
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
決
算
委
員
会
で
の
市

長
の
答
弁
は
「
市
民
参
加
の
推
進
に
関
す
る

指
針
」
に
沿
っ
た
も
の
だ
が
、
指
針
自
体
が

本
来
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
で
あ
る
「
住
民

が
主
人
公
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
来
の

自
治
の
あ
り
方
は
、
企
画
段
階
か
ら
市
民
参

加
が
な
さ
れ
、
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
べ

き
で
、
審
議
会
な
ど
の
市
民
枠
も
数
十
人
に

拡
大
し
て
い
く
の
が
時
代
の
流
れ
で
あ
る
。

旧
小
川
東
小
学
校
施
設
の
有
効
活
用
計
画
に

見
ら
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
を
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

以
上
申
し
述
べ
、
反
対
討
論
と
す
る
。

今
回
の
決
算
委
員
会
で
も
、

行
政
の
透
明
性
や
説
明
責
任

と
と
も
に
、
市
民
参
加
の
あ

り
方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。
市
民
と
行
政
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
「
協

働
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
参

加
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
広
げ
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
反
映
の
仕

掛
け
と
実
態
を
つ
く
る
こ
と

で
、
協
働
が
市
民
の
中
に
も

行
政
の
中
に
も
根
づ
い
て
く

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
、
市
民
参
加
に
つ
い

て
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

努
力
を
し
た
と
は
思
え
な
い
。

財
政
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
と

行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

協
働
し
て
自
治
体
を
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
14
年
度
は
、
新
地
域

保
健
福
祉
計
画
や
青
少
年
育

成
プ
ラ
ン
、
ご
み
処
理
基
本

計
画
、
商
業
振
興
基
本
計
画
、

都
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
な
ど

が
策
定
さ
れ
た
。
市
民
版
環

境
配
慮
指
針
や
旧
小
川
東
小

学
校
の
施
設
に
で
き
る
予
定

の
4
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
も
始
ま
っ

た
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
に
つ
い

て
の
検
討
も
続
け
ら
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市

民
の
力
を
発
揮
で
き
る
場
面

を
つ
く
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
実
態
は
、「
市
民
の

力
」
を
生
か
し
、「
協
働
」

の
仕
組
み
を
つ
く
る
努
力
が

不
足
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

以
上
の
理
由
で
本
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

財政課題への取り組みを評価「ぬくもり」のある市政運営を

市職員のやる気に期待する市民との協働の仕組みをつくれ

市民の暮らし応援の
財政運営に転換を

ひ
っ
ぱ
く


